景観計画確認表（東逗子駅前地区）

	項目
	景観形成の方針・基準
	《●●●●●●●プロジェクト》における考え方

	建築物等の配置

及び規模
	壁面後退

部分の整備
	①建築物の壁面と道路（水道路・沼間池子線）および河川（田越川）境界の間（以下壁面後退部分という）の整備等は、次のとおりとする。

・壁面後退部分と道路との段差を極力なくすように配慮する。

・原則として、壁面後退部分への構造物の設置は避ける。ただし、植栽プランターやベンチ、当該店舗の利用者のための駐輪場整備など、景観向上や商店街の利便性に寄与するものとして市が認めるものはこの限りではない。

・壁面後退部分に塀を設けないようにし、垣や柵を設けるときは生け垣等を設置するなど緑化に努める。ただし、自然的・歴史的景観に配慮した垣、柵、門、扉等を設置した場合はこの限りではない。
	

	建築物等の形態・

意匠
	商店街の1階用途
	①水道路・沼間池子線に面する宅地において、建築物を新築・増改築する際は、通りに面する1 階部分の用途を商業・業務施設とするよう努める。
	

	
	店舗のシャッター
	②水道路・沼間池子線・田越川に面する商業・業務施設の1 階開口部は透過性のあるシャッターを設置するよう努める。
	

	
	1階店舗の開口部
	③水道路・沼間池子線・田越川に面する商業・業務施設においては、建物の地上高から3mまでの立面範囲において、2箇所以上の開口部を設けるか、立面面積の35％以上を建築物内部が見える開口部を設ける
	

	
	窓面利用広告物
	④水道路・沼間池子線・田越川に面する宅地においては、建物の窓面を利用して広告物を設置するこのとを禁止する。ただし、下記に示すもの、または景観向上に寄与するとして市が認めるものはこの限りではない。

・ショーウィンドウにおける暫定的なディスプレイの一部として、使用されるもの。

・自己の店舗名を示す切り文字

・自己の営業内容等を伝える絵画

・自己の店舗のコーポレートカラーのラインやロゴマーク等で、表示する面積が当該開口部面積の15%以内のもの（その他、表示する面積が当該開積の15%以内のもの）
	

	
	
	⑤水道路・沼間池子線・田越川に面する宅地においては、窓面（開口部）と壁面にかけて屋外広告物を設置することを禁止する。
	

	建築物等の外観の

色彩・素材
	建築物等の色彩
	①建築物等の外観の色彩は、逗子市景観計画における色彩の基準（色相が5YR から10YR 及び0Y から5Y の色彩を用いる場合は、明度4 以上かつ彩度6以下とする。色相が前述以外の色彩を用いる場合、明度4 以上かつ彩度2 以下とする）を適用する。ただし、木材、土壁、ガラス等の材料で仕上げられる部分の色彩又は見付面積の20%未満の範囲内で外観のアクセント色として着色される部分の色彩については、適用除外とする。
	

	
	日よけテントの色彩
	②水道路・沼間池子線・田越川に面する商業・業務施設の日よけテントの色彩は屋外広告物の色彩基準（色相が0Rから10Yの色彩を用いる場合は、彩度10以下とする。色相が前述以外の色彩を用いる場合、彩度8以下とする）を適用する。 
	 

	
	自動販売機の色彩
	③水道路・沼間池子線・田越川に面して設置される自動販売機の色彩は屋外広告物の色彩基準（色相が0Rから10Yの色彩を用いる場合は、彩度10以下とする。色相が前述以外の色彩を用いる場合、彩度8以下とする。）を適用する。
	

	
	上層階の明度
	④3階以上の階は最下階と同一、あるいは最下階よりも明度を高くする。
	

	敷地内の外構及び緑化
	①水道路・沼間池子線・田越川に面する宅地においては、2階開口部と壁面は緑化に努める。
②事業区域面積が1,000㎡以上の場合、敷地の緑被率は4%以上とする。但し、ウォーカブルなまちづくりに寄与する場合は公開空地とすることができる。
	

	水辺との関係
	①田越川に面する敷地は敷地間口の長さの2/3 以上を生け垣、植栽などにより緑化する。ただし、自然的・歴史的景観に配慮し、設置されていた垣、柵、門、扉等はこの限りではない。
	

	屋外設備機器
	①水道路・沼間池子線・田越川に面する宅地においては、道路や河川から建築設備が見えないように配慮する。
	


